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QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます （文責本人）市 政 を 問 う

問
　
以
前
の
「
遠
野
ふ
る
さ

と
公
社
」の
収
支
状
況
は
、

８
期
連
続
で
赤
字
に
陥
っ

て
い
た
。
こ
の
改
善
策
と

し
て
、
同
公
社
を
「
遠
野

ふ
る
さ
と
商
社
」
と
「
遠

野
ふ
る
さ
と
公
社
」
に
２

分
割
し
、
ト
ッ
プ
交
代
と

い
う
大
規
模
改
革
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
組
織

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
機
能

し
、
指
揮
命
令
系
統
も
整

理
さ
れ
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
よ
り

事
業
業
績
は
改
善
傾
向
に

あ
る
。

　
こ
の
際
、
当
初
計
画
通

り
、
来
年
７
月
に
「
遠
野

ふ
る
さ
と
公
社
」
を
「
遠

野
ふ
る
さ
と
商
社
」
へ
事

業
継
承
し
１
社
体
制
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）

　

計
画
通
り
事
業
継
承
す

べ
き
と
考
え
る
。そ
の
際
、

「
遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
」

の
借
入
金
の
扱
い
を
ど
う

す
る
か
検
討
を
要
す
る
。

特
に
「
水
光
園
」
の
収
支

状
況
は
思
わ
し
く
な
い
の

で
、
存
続
に
向
け
た
新
た

な
発
想
と
改
善
策
に
つ
い

て
関
係
者
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
る
。

問
　
昨
年
の
市
長
選
で
公
約

し
た
「
市
政
刷
新
」
の
成

果
は
。

答
（
市
長
）

　

市
政
推
進
と
財
政
健
全

化
に
向
け
た
組
織
体
制
の

見
直
し
と
、
公
共
施
設
の

総
合
管
理
計
画
作
成
を
進

め
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
建
物
政
策

は
、
新
築
と
整
備
を
中
心

に
注
力
し
、
活
用
や
統
廃

合
は
後
追
い
状
態
に
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
建
物
の

維
持
管
理
費
は
増
大
し
財

政
を
圧
迫
す
る
一
因
に
な

っ
て
い
る
。
改
善
策
は
。

答
（
市
長
）

　

地
域
住
民
に
建
物
の
有

効
活
用
策
を
示
し
、
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
統
廃

合
等
に
よ
り
後
世
に
負
の

遺
産
と
し
て
残
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
。

問
　
公
共
交
通
の
空
白
地
域

に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
は
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
の
日
常
生
活
に

不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
早
急
に
改
善
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）

　

地
域
事
情
や
地
形
、
財

政
状
況
を
考
慮
し
、
地
域

の
方
々
や
団
体
と
も
協

力
・
相
談
し
な
が
ら
新
た

な
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
導

入
を
検
討
し
た
い
。

市
長
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る

佐々木 大三郎  議員

山
積
す
る
諸
課
題
の
解
決
策
は

一問一答方式

「遠野ふるさと公社」を取り巻く環境
市長 	ふるさと商社への事業継承も考える

◆
岩
手
県
市
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し
て
い
た
同
研
修

会
が
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル
い
わ
て

理
事
長
の
山
屋
理
恵
氏
に
よ
る
講
演
「
子
育

て
支
援
と
地
域
づ
く
り
」。

　

山
屋
氏
が
震
災
を
通
じ
て
感
じ
た
、
ひ
と

り
親
へ
の
支
援
の
必
要
性
か
ら
行
っ
た
、
親

子
の
居
場
所
づ
く
り
、
就
労
支
援
な
ど
の
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
貧
困
な
ど
目
を
向
け
る
べ
き
現
状
に
つ
い

て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

第
２
部
は
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長
の

山
村
武
彦
氏
に
よ
る
講
演
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
防
災
・
危
機
管
理
～
個
人
の
備
え
と
組

織
の
対
応
～
」

　

山
村
氏
か
ら
は
、
防
災
減
災
の
目
標
を
定

め
る
こ
と
や
、
避
難
所
の
収
容
人
数
、
避
難

者
数
な
ど
の
情
報
公
開
、
互ご

近き
ん

助じ
ょ

（
隣
人
と

の
助
け
合
い
）
の
必
要
性
な
ど
、
次
の
災
害

が
今
夜
起
き
て
も
対
応
で
き
る
準
備
に
つ
い

て
の
内
容
で
、
大
変
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ

た
。

（
会
長　

新
田
勝
見
）

研
修
日

令
和
４
年
11
月
11
日

研
修
場
所

盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加
議
員

16
名

その他の質問
◦電子決裁システムの
導入について

いつも盛況の風の丘「フードホール」

市
政
調
査
会

このコーナーでは、市民のみなさまから
議会に寄せられたご意見等の一部をご紹
介します。市民の市民の 声声

新体制の市議会議員のみなさんに期待して
おります。 （上郷町、40代）
議員さんのまちづくり、市をよくするため
にがんばってる様子が見えてます。一つで

も前へ進んでほしいです。 （遠野町、70代）

市議選でいままで活躍していただいた議員
さんに労をねぎらい、また今回の選挙で当

選された議員さんに期待!! （小友町、60代）
遠野市の事が分かり、遠野市に住んで良かっ
たと思います。寒さはきびしいけれど、人

の心温かい所です。 （遠野町、70代）

令和４年度政務活動費執行状況（令和４年４月～令和４年 10 月）
政務活動費を公表します 　議員の調査研究活動のために交付される「政務活動

費」を下記のとおり公表します。交付額は1人につき
35,000円（月額5,000円）で、執行率は63％でした。

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握し、市政を反映させる活動に充てられますが、交
付額を超過して支出した場合は自己負担となります。なお、残額 232,240 円については、遠野市に返還しました。

議　員　氏　名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 事務所費 支出合計 政務活動費分
執行額 執行率

1 小 松 正 真 30,000 0 0 0%
2 佐々木恵美子 35,000 11,550 11,550 11,550 33%
3 菊 池 浩 士 35,000 23,350 1,413 24,763 24,763 71%
4 佐 々 木 敦 緒 35,000 25,676 25,676 25,676 73%
5 佐 々 木 僚 平 35,000 7,574 20,240 27,814 27,814 79%
6 小 林 立 栄 35,000 30,100 5,247 20,020 55,367 35,000 100%
7 菊 池 美 也 35,000 43,214 7,750 50,964 35,000 100%
8 萩 野 幸 弘 35,000 3,180 33,300 36,480 35,000 100%
9 瀧 本 孝 一 35,000 66,000 40,233 106,233 35,000 100%
10 多田　　　勉 35,000 0 0 0%
11 菊 池 由 紀 夫 35,000 67,881 67,881 35,000 100%
12 菊 池 巳 喜 男 35,000 13,455 25,582 39,037 35,000 100%
13 照 井 文 雄 35,000 2,000 20,957 22,957 22,957 66%
14 荒 川 栄 悦 35,000 0 0 0%
15 安 部 重 幸 35,000 0 0 0%
16 新 田 勝 見 35,000 0 0 0%
17 佐々木大三郎 35,000 2,262 36,819 1,254 39,081 35,000 100%
18 浅 沼 幸 雄 35,000 35,767 35,767 35,000 100%

合　　計 625,000 43,650 2,262 137,061 190,849 169,748 1,254 543,570 392,760 63%

学んで
行動する
議会へ


